



An introduction to strategies and tactics for research in Psychology: (1) How to
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の権威主義であり，問題であると私は考えている (小牧, 1992, p.140)。
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の APA Publication Manual 4th Edition(American




























群の要因は有意であった。F (1; 34) = 6:58,
MSE = :043, p





の 1つである偏決定係数，95%CI [.01, .37]は効果量
の 95%水準での信頼区間である。偏決定係数はその要
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ている (南風原, 2014, p.83)。偏決定係数は効果量の
点推定値である。一方，信頼区間は「結果と整合的な
母数の値の範囲」を表している。この事例では，母集














とえば，Fritz et al. (2012)や南風原 (2014)にそれに
関する説明がある。一方，信頼区間の計算は手計算で




















4）： は F 値の有意水準。
合わせ３種類４条件についてのデータを示し，内部的
CS は内部的有害刺激と，外部的 CS は外部的有害刺
激と結びつきやすいと主張する論文を発表した。しか
し，この報告は別々に実施した実験結果をまとめて比




































































































は「知覚学習」に関する Channell & Hall (1981) の
実験ではないかと私は考えている。



























































は 1956 年に発表された。潜在制止に関する Lubow
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